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フ リ】 タ】 で ない フ リー ター であ る

























m =m -m .T=K i^ rミ サ ン7.ル双
フリー タ】 で ない フ リー ター であ る

























T=W r=?: .1T=J.>7*_ UIIサ ンフ )V敬
フ リー ター で ない フ リー ターであ る




























1987年女性 キ簡 Ll†VlJ* 労働自書定義 合計サ ンプル教
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1992年女性 や や I'l.Ti 瀧 労 働 自 書 定 義 合 計 サ ン プ ル 数
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年前 n tf 労 働 自書 定 義 合 計 サ ンプル 教
フ リ】 タ】で な い フ リ】 タ- で あ る









































































就 業 形 態 15- 19 20- 24 25- 29 30- 34 T ot;U
別 定 義 フ リ 】 夕 】 128 237 120 64 549
9B l 5.12 2.07 0.99 3.0
在 学 中 男 性 就 業 者 253 386 24 a 668
19.39 8.34 0.41 0.08 3.66
男 性 正 規 雇 用 者 840 3680 5038 5403 14961
64.37 79.48 86.82 83▼26 82…08
そ の 他 男 性 就 業 者 84 327 621 1017 2049
6.44 7.06 10.70 15.67 ll.24
サ ン プ ル 数 合 計 1305 4630 5803 6489 18227
年齢酵層
就 業 形 態 15- 19 20- 24 25- 29 30- 34 T ota
別 定 義 フ リ 】 タ 】 168 340 144 61 713
9.80 5.22 1.93 0.82 3.09
tL t-W 性 耗 阜 奇 415 727 32 6 1180
24.21 ll.17 0.43 C OS 5.ll
男 性 正 規 雇 用 者 1050 5012 6540 6251 18853
61.26 76.99 87.81 84-20 81.63
そ の 他 男 性 就 業 者 81 431 732 1106 2350
4▼73 6…62 9.83 14.90 10.17
サ ン プ ル 数 合 計 1714 6510 7448 7424 23096
草加%tt
就 業 形態 15、.19 20-24 25-29 30-34 Tota
別定 衣 7 7)】 ター 194 558 282 123 1157
15.07 8.86 3.45 1.65 4.99
在学 中 男性 就業 者 420 767 49 7 1243
32.63 12▼17 0.60 0.09 5.36
男性 正 規雇 用者 598 4570 7028 6362 18558
46▼46 72.54 86.07 85.37 79…98
そ の他 男性 就業 者 75 405 806 900 2246
5.83 6.43 9B7 12.88 9.68






就 業 形 態 15- 19 20- 24 25- 29 30- 34 Tota
別 定 義 フ リ ー タ ー 1*2 357 201 107 787
9.92 7.61 5.93 3.14 6.19
在 学 中 女 性 就 業 者 252 157 13 0 422
20.49 3▼35 0.38 0 3.32
有 配 偶 女 性 パ 】 ト労 働 者 6 84 275 609 974
04ー9 1…79 8…12 17…88 7.66
女 性 正 規 雇 用 者 824 3780 2265 1600 8469
66.99 80.60 66.85 46.98 66.61
そ の 他 女 性 就 業 者 26 312 634 1090 2062
2.ll 6.d5 18.71 32…00 16.22
サ ン プ ル 数 合 計 1230 4690 3388 3406 12714
1992年女性
年齢階層
就 業 形 態 15- 19 20- 24 25～ 29 30- 34 T ota
別 定 義 フ リ ー タ ー 155 508 272 120 1055
9.63 7ー73 5▼75 2.89 6…18
在 学 中 女 性 就 業 者 514 354 27 5 900
31.95 5.39 0.57 0.12 5.28
有 配 偶 女 性 パ ー ト 労 働 者 0 111 438 841 1390
0 1.69 9.26 20.25 8▼15
女 性 正 規 雇 用 者 907 5237 3269 2045 11458
563丁 79.72 1.9 49.23 67.16
そ の 他 女 性 就 業 者 33 359 723 1143 2258
2ー05 5.47 15.29 27.52 13.23
サ ン プ ル 数 合 計 1609 6569 4729 4154 17061
1997年女性
年齢階層
就 業 形 態 15- 19 20- 24 25- 29 30- 34 T otal
別 定 義 フ リ ー タ ー 174 848 424 :i: 1663
15.08 13.95 7.72 5.26 9…87
せ 'f-^ ii性 能 t 536 527 32 5 11∝ )
サ6 15 8.67 0.58 0.12 ti53
宥 配 偶 女 性 パ ー ト 労 働 者 119 IW 776 135ユ
1.96 8.25 18.81 8.02
女 性 正 塩 雇 用 者 411 4166 3827 2159 10563
35.62 68.55 69.72 52.33 62.70
そ の 他 女 性 就 業 者 33 417 753 969 2169
2.86 6▼86 13.72 23.49 12.88






















別 定 義 フ リ ー タ ー 在 学 中 未 婚 男 性 正 規 従 業 員 男 性
継 続 就 業 希 望 31…51 49…25 79…76
ifl &U能 t 本 吉 12…57 15.42 627
転 職 希 望 52…28 27.69 13.35
就 菜 休 止 希 望 3…64 7.63 06ー
サ ン プ ル 教 549 668 14961
別 定 義 フ リ ー タ ー 在 学 中 未 婚 男 性 正 規 従 業 員 男 性
継 続 就 業 希 望 38.99 57.12 79.39
追 加 就 粟 希 望 12…48 14.15 6.42
転 職 希 望 44…88 22.03 13.46
就 業 休 止 希 望 3.65 6.69 0.74
サ ン プ ル 数 713 1180 18853
別 定 義 フ リ 】 タ 】 在 学 中 未 絡 男 性 正 規 従 業 員 男 性
継 続 就 業 希 望 34.23 52.86 77.41
追 加 就 業 希 望 14.26 18…02 6.58
転 職 希 望 48.40 22…28 15.19
就 業 休 止 希 望 3…11 6.84 0.82




別 定 義 フ リー タ ー 在 学 中 未 婚 女 性 有 配 偶 女 性 パ ー ト 正 規 従 業 it女 性
継 続 就 楽r希 望 51…08 S332 69.20 77…15
追 加 就 果 希 望 11…44 12.32 647 4.30
転 職 希 望 33…42 28.20 19▼10 14.36
就 業 休 止 希 望 107 6▼16 524 4.19
サ ン プ ル 放 .s, 422 974 8469
別 ,jE哉 フ リー タ ー 在 学 中 未 婚 女 性 有 配 偶 女 性 パ ー ト 正 競 従 業 員 女 性
継 続 親 繋 希 望 51.37 56.78 70′94 7548
追 加 就 業 希 望 12.61 14.78 669 5.26
転 職 希 望 32…04 22.00 1683 15.84
単 t ft ii.A 3…98 6.44 5.54 J-ll
サ ン プ )i,敬 1055 900 1390 11458
別 定 義 7 'J- タ l 在 学 中 未 婚 女 性 有 配 偶 女 性 バ I ト 正 規 従 業 員 女 性
凝 綴 就 業 希 望 48.95 51.73 72.17 74A7
」 ォ1巌 t も 懲 13.35 1591 7.85 4.90
転 職 希 望 33.97 ごテl.?t> 1577 17.10
戟 t tfcik* 3.73 7.00 4▼22 353
サ ン プ ル 数 1663 1100 1351 10563
、.4tォl'叔t鴫.SO-*一題什(=小　　　　　　、-pよHVホtAL,I
トの継続就業希望が70%程度であるのと比べると、女性フリーターの継続就業希望は低めであると
いえる。ちなみに、有配偶女性パートと、正規従業貞女性とでは、継続就業希望の割合はほほ同レ
ベルである。
女性フリーターと男性71)一夕-と比べると、継続就業希望が女性のほうが10%程度男性よりも
高く、転職希望が女性のほうが10-20%程度低くなっている。追加就業希望をする割合は12-14%
程度であり、男女フリーターでほぼ同レベルであるQ
在学中の就業者については、就業希望に男女間の違いはほとんどない。
4.おわりに
本論では、フリーターの定義と属性について、就業構造基本調査のリサンプリング…データを用
いて、いくつかの集計値を示したo　まず、どのような属性を持つ個人をフリーターとするかによっ
て、 「フリーター」であるサンプル数が大きく変わる可能性が示唆された。とりわけ、平成12年版
労働自書で用いられている男性フリーターの定義は、就業年数0年の個人を含めるか否か、在学者
を含めるか否かで、数が大きく変動しうることが示されたo女性については男性ほど大きな変動は
ないと考えられるものの、若干の定義の変更で25%程度の変動がありうることが示された。フリー
ターの人数・規模は注目されることが多いが、実際には誰をフリーターとするかによって人数は大
きく変化することに注意が必要であろう。次に、フリーターをめぐるいくつかの属性の集計値を紹
介したo　フリーターのなかで「71)-クーでも構わない」という継続就業希望が近年になるほど強
84　　符済学紀要　第29巷　第3弓・
くなっている傾向は確認されなかった。
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れているフリーター教がどのような性質を持っているかを詳細に分析している。
2小杉(2004)はフT)一夕-の定義について議論している。
3労働省(2000) 152ページ0
4平成12年版労働自書の定義では、パート…アルバイトの就業を希望する求職者がフリーターに含まれてい
た。また、就業年数0年のパート・アルバイト就業者は、他の条件を満たしてもフリーターとされていな
かった。さらに平成12年版労働自書の定義では、在学者の男性もフリーターとされていた。
5ただし、平成16年版労働経済白書の定義では、男女の差は女性を未婚に限定する以外は解消されている。
また、森ほか(2003)でも定義における男女の差を小さくする方向で分析が行われている。
6有配偶女性のパート労働者は, 103万円の壁による労働供給の詞登を行っていると考えられるグル-プで
ある。未婚の女性パート労働者と有配偶女性パート労働者の年収や労働時間のパターンが異なること、と
りわけ未婚の場合は103万円の壁の影響が見られないことは、これまで指摘されてきている(たとえば、
安部・大竹(1995)),ただし、このような有配偶女性と未婚女性の比較をする際の未婚女性とは、未婚女
性全体であって、フリーターである若年未婚女性に限ったものではない。
7厚生労働省編(2004)、 156ページ0
8森ほか(2003)でも、フリーターの数が定義の小さな変更によって変動しうることが示されている0
9　日本労働研究機構(2003)では、男性と比べ女性はフリーターから正社員への脱出が難しいことが紹介さ
れている。
10男性の大学…短大への進学率は1987年に37.1%であったものが1997年には45,8%になった。女性は1987年
に35.1%であったものが、 1997年には48.9%になった(文部省(2000)),
